授産弁当の庁内販売・訓練に関する要件等について

１　販売時期
　　平成28年7月～平成29年3月（予定）
　　※1年間の継続した販売でなく、任意の期間の販売も可。
　　※なお、弁当の販売と就労訓練に限る。

２　販売要件
(１)　道内の就労系サービス事業所が製造する、障がい者の就労訓練のための弁当であること。
(２)　事業所が食品製造及び物販に関して、市町村の食品衛生許可及び営業許可を得ていること。
(３)　複数の道内の事業所が作った農作物や水産加工品などを使用し、道産食材を一部に使用していること。
(４)　弁当は1種類以上で、価格帯が一定であること。（時間帯による値下げなどを行わないこと。）
(５)　献立表、食材リストの情報をとりまとめ、注文締切日の1週間前までに事務局まで提出できること。（弁当の内容は道産食材を使用していれば、和洋中などを問わない。）
(６)　販売上限として、1日で弁当20個以上の製造・物販が可能であり、当日来庁できること。
(７)　就労支援担当者などが障がい者（事業所の利用者）を連れて来庁し、接客・物販訓練を行うことが可能な事業所であること。

※　なお、庁内における不特定多数への物販は、本来禁止されておりますが、本件は、北海道産授産製品販路拡大事業実行委員会と道が連携し、特定職員への授産製品の物販を認めるものです。






【道庁本庁舎等における授産弁当販売・訓練申込書】

北海道社会福祉協議会　北海道障がい者就労支援センター
担当：●●　
電話：　　　　　　　　　　　　　　FAX：

・法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・事業種別：　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
・連 絡 先：担当　　　　　　電話　　 　　　　　FAX　　　　　 　　
　　　　　　メール　　　　　　　　　　　　　　　　　

・販売希望弁当内容：　　　　　　　　　　　　　　  　

・値段：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・主な道産食材と調達先施設（地域）
　　　例）　お米　　　　××事業所○○（旭川市）
にんじん　　○○事業所××（倶知安町）
じゃがいも　△事業所●（帯広市）
鮭　　　　　●●事業所×○（網走市）　など　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・販売（物販による就労訓練）の希望回数
（　週　　回・月　　回　）　　年間　　　　回　

・販売当日の利用者の来庁（物販による就労訓練）の
可否と人数（予定）
（　可　・　否　）　　　　人　　

・販売当日の就労支援者の来庁の可否と人数（予定）　　  
（　可　・　否　）　　　　　人

・来庁時に車を使用する場合の車種（予定）：　　　　　　　　　　　

[bookmark: _GoBack]　※ただし、要件など調整の結果、物販できない場合や希望内容に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承願います。
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過去の販売実績集計表

【平成２６年度】 (単位:日,個,円)

販売日数 販売個数 売上 備　　考

弁当 カレー 弁当 カレー 計

１１月 2 46 22,080 22,080

１２月 6 109 52,320 52,320

１月 8 129 22 61,920 10,560 61,920

２月 8 165 37 79,200 17,760 79,200

３月 8 151 19 72,480 9,120 72,480

32 600 78 288,000 37,440 288,000

【平成２７年度】 (単位:日,個,円)

A事業者 Ｂ事業者

販売日数 販売個数 売上 販売日数 販売個数 売上 備　　考

Ｍサイズ Ｓサイズ Ｍサイズ Ｓサイズ 計

８月 8 83 7 41,500 3,290 44,790

９月 8 81 4 40,500 1,880 42,380 1 13 6,500

１０月 8 95 7 47,500 3,290 50,790

１１月 8 112 16 56,000 7,520 63,520

１２月 8 73 7 36,500 3,290 39,790

１月 8 70 8 35,000 3,760 38,760

２月 8 103 20 51,500 9,400 60,900

３月 8 115 18 57,500 8,460 65,960

64 732 366,000 40,890 406,890 1 13 6,500


